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“志望理由書”にチャレンジ  

§０ なかなか満足した志望理由書が書けないわけ 

  それは，自分を見つめるのがニガテだからではない。大人だからです。 

 

§１ 一歩踏み出すー面接対策もー 

 箇条書き（面接用）を作ってから志望理由書（提出用）を書く 

１）大学の沿革・カリキュラムの特徴（立正大学のアドミッションポリシーを踏まえる） 

２）自分の長所・能力・特性は何か 

３）大学での勉学に対する意欲・目的意識・志望動機を具体化 

 

§２ 書き出す―学びの意欲のアピールのために― 

１）自身の興味・関心 

 高校時代，どのような学習をしてきたのか 

２）将来のイメージ 

 学科で学ぶ意義→どのような勉強をしたいのか→仕事・社会貢献 

３）立正大学で学びたいと思うようになったきっかけ 

 

§３ 担当者の心の声―“またか これもか”― 

◆抽象的で説得力に欠けるもの 

私は，貴校の〇〇学科で〇〇を①深く学びたいと考え，志望いたしました。高校での〇〇

の授業を通して，〇〇という現象に②強い興味を持ち，さらに専門的な知識を習得したいと

強く思うようになりました。特に，〇〇先生の〇〇に関する研究に感銘を受け，将来は〇〇

分野で活躍できる人材になりたいと考えています。高校時代には，〇〇部で部長を務め，チ

ームをまとめ，目標達成に向けて努力しました。この経験を通して，リーダーシップ，協調

性，そして問題解決能力を培うことができました。貴校の〇〇学科で専門知識を深め，将来

の目標を実現するために，③日々精進していく所存です。 

 

① 具体性がない 

② 理由が欲しい 

③ 何かの挨拶のよう 

 

◆他人事のようで，何も語っていないもの 

私は，幼い頃から〇〇に強い関心を持ち，①将来は〇〇の分野で社会に貢献したいと考え

ています。貴校の〇〇学科は，〇〇に関する②最先端の研究を行っており，〇〇教授の〇〇

に関する研究に大変魅力を感じました。高校時代には，〇〇部に所属し，〇〇の活動を通し
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て，〇〇という問題に直面しました。この経験から，問題解決能力や粘り強さを身につける

ことができました。貴校で専門知識を深め，〇〇の分野で貢献できるよう，積極的に学び，

③成長していきたいと考えています。 

 

① まず志望理由から入る 

② イメージ先行 

③ 他人事のよう 

 

§４ 志望理由書ができあがるまで 

◆ステップ１ まず抽象的でいいから概略を書いてみよう（箇条書きでもよい） 

 「何ごとも全力でこなす」，「結果はあとからついてくる」――これが私のモットーです。

性格は「論理的」な思考が好きで，「責任感」が強いと言えるでしょう。高校三年間，書道

部に所属し，部長と会計を兼ねていました。これまで経験したことのない，中国との交流会

で，お互いに展覧会を開くことができました。 

 

◆ステップ２ 概略を具体化して書いてみよう 

高校 1年生の時，何気ないきっかけから書道部に入部しました。もともと書道部よりも運

動系の部活に進みたかったのですが，通学時間が長いことから文化系の部活を選ぶことに

したのです。書道部は部活紹介でなんとなく決めたというのが本当のところです。 

しかし，書道部の活動を通して，〇〇学部，特に〇〇を学びたいと思うようになりました。

それは，書道そのものというよりは，部活を通じて人間の行動の面白さに興味を持ったから

です。書道というのは，基本を守ったうえで，自分の感情で，同じ課題の文字なのに，好き

なように表現してよいのです。 

２年生の春，私の高校は中国の高校と姉妹校になりました。それがきっかけで，日中書道

展を開催することになり部長として，出展の準備，パンフレット・ポスターの作成等にかか

わりました。そこで学んだのは，それぞれの人間が，自分なりの価値観で行動し，それが共

感や反目を引き起こすということです。何かにつけ「まあ，まあ」というような中途半端な

妥協に陥りがちなことが日本では結構ありますが，中国の高校生徒との交流を通じて「主張」

と「妥協」のバランスの大切さがわかったのです。 

このような経験に○○学部での学修をプラスした力をつけ，将来は国際社会に貢献でき

るような仕事に就きたいと思っています。 

 


